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In our daily life, it is reasonable that
we would use ourknowledge out of

necessity.
Concerning the problem of KNOWLEDGE

AND CONCEPT, we would

face to the asumption, when
to use and what

to drive them･

But psychologicalresearches
have been to indi#erent to the case･ and so rarely

discussed the previous a priori methods･
Statisticians, however･ come to a conclusion

that many psychological studies
are lack of the validity, reliability, reproductivity･

In particular, tb･e method of KNOWLEDGE
AND CONCEPT research is lack

of a viewpoint
from ”individual di#erencesn･ It is also the theme of educational

psychology.

This article
is a selective study

to discuss the Hindividtlal di#erencesn in the case

of CATEGORY research, against the
``mean

method
- - Generalization''･ Here take

the alternative analysis
”DUAL SCALINGn to the previous one･ It is meant that to

examine methodologically
its
utilization could tell usthe

following research･

は じ め に

日常生活では知識が意識されて用いられることは少ない｡われわれの普段の行動が当り

前であればあるはど,意識はされないものである｡現象でいえば,知鼓が要求されるの

ほ｢記憶+についてであるo一般的理解としても心理学研究の多くの報告でも,記憶の活

用とか蓄横(体制化)によって知識ほ形成されるとする｡このことは,知識の獲得が学校

教育を無視してほ語れないことを考えれば明らかである(すでに学校教育の有無による報
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告が行われている, Scribner, S ; 1974)｡学校教育でほ教授学習過程を通じて知識の体系

化を行っているといえる｡子供たちは与えられる-実践する場を提供されている｡しかし,

教育活動を捉える場合に知識内容の検討や教授のための方法論が問題とされることほあっ

ても,獲得の過程として検討されることほあまりないと思われる｡むしろ,この｢知識の

獲得+という観点ほあまり無いのでほなかろうか?つまり,教育活動を知識という問題

(何が得られたのか?)で捉えれば,棟能的側面(どのように使えばよいか?,どのよう

に使われているのか?)での研究ほさかんに(例えば,学習の転移)行われていても,棉

造的側面,特に発達的観点からのアプローチ(何が得られてゆくのか?)ほ充分でないよ

うなのである｡

現在子供たちの存在する手法として,比較文化的研究が多くなされている｡記憶の領域

でも,記憶の発達を社会化の過程として捉える試み(田中みどり;1985)が始まっている

が･今のところ多国間の同年齢児童による横断的研究がほとんどである｡しかし,学校教

育という変数を取り上げて縦断的に行われた研究はあまり見受けられない｡縦断的研究で

あっても単に発達的(精神･身体)年齢を区分するために学齢を利用していただけであっ

たり,学齢を統制可能な変数とみなしている研究であったりする｡おそらくそれらの研究

では｢教育心理学的な個人差の問題+を考慮していないからであろう｡教育の現場でほ子

供たち一人ひとりが同じ存在であるとは考えられない｡顕在･潜在を問わず,一人ひとり

の持つ能力を同じと見なすことが出来ないのは当り前である｡また,一人の子供について

も常に同一レベルの反応が現れるものだというのもおかしなことで,教育心理学の課題と

して達成動磯の研究が続けられていることが示すとおりである｡

知識構造を把撞しようとする試みは,いままで成人を対象にして研究することが多かっ

た.成人を対象にするということは,すでに獲得された知識の構造を問題にしようという

意図である｡獲得された知識ほ安定した知識構造を持っているという作業仮説のもとでの

研究である｡そして大量データを対象として平均的な像を求めてゆく方法論をとる｡母集

団を想定して母集団での平均が真の姿であると見なし,パラツキを持つ被験者ほ誤差であ

るとする｡母平均こそが安定した知識構造を持つ存在であるという方法論である｡との方

法論が現実に現れている現象に馴染まないのではないかという危険性ほ考慮されていない

(井上･平出; 1985)oさらにこの平均論で得られた結論で一般化を因っているという問題

もある(Clark, H ; 1973)｡

本研究は以上の問題に対する検討を意図したものである｡そのためきわめて探索的なア

ブ占-チをとっており必ずしも明確な解答となっていないが,従来検討されていない問題

に対する手がかりを求めようとしたものであるoここでほ知識構造のうち特に自然概念構

造についてカテゴリーの考え方(土居道栄; 1979, Roseh,E; 1976などの先行論文)を用

いてゆく｡知識の問題ほ｢獲得+についての考察抜きには考えられない｡しかし,この

｢獲得+の問題は発達の問題と複薙に絡み合っているため,学校数育という変数を動的な

変数として扱うための方法論的課題を解決する必要があろう｡
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日 的

本研究の目的は,カテゴリーを材料として知識構造の個人間の違いを表現してみること

である｡さらに,この違いを表現できる方法論を検討する｡

ここでの作業仮説としてほ,

①普遍的な知識構造は存在しない｡

②知識構造にほ個人差(個体間差)が存在する｡

③知識構造は特定の課題のもとで安定した状態を示す｡

ことがあげられる｡ ②については,従来のアプローチでは平均からのずれを単なる誤差と

見なしてゆくため,誤差についての記述が本来の｢測定誤差+と｢個人内変数による誤差+

とを混同していることに対するものである｡より一般的には被験老要田の扱いについての

問題(Yaakov Kareev ; 1982)である.また, ③ほ知識構造を固定的な存在であると考え

ることほ危険であるため,一定の条件下での安定性を考察の対象とするものである｡

方 法

被故老:短期大学の女子学生130名｡講義室での集団調査である｡

材 料:人見(1984) ･井上(1984)により得られた概念のカテゴ1) -毎の頻度表か

ら,カテゴリーとしては｢スポーツ+･｢鳥+･｢衣類+･｢家具+を取り上げ,かつ各カテゴ

リー内の6つの概念として出現頻度上位にあるもの3つ,下位にあるもの3つを選んで使

用した(Table 1)｡調査用紙はフェイスシートを含んだものであり,課葛としてほ以下の

通りである｡

1)カテゴリーの定義付け課題(カテゴリーをそれぞれ与えて定義を書かせる)

2)カテゴリー毎の概念の一対比較(どちらがよりⅩⅩⅩらしいか)の連続評定

なお, 1), 2)はそれぞれクラス毎に順序を変えて行った｡また, 2)の評定カテゴリーの

順番ほランダマイズしてある(今回の調査でほ定義付け課題の先行効果やカテゴリー毎の

順序効果については明確な効果が認められなかったため考察の対象外とした｡しかし,安

定性を確認するためにほ無視すべき要因ではないのでいずれ順序効果を考慮したパラダイ

ムでの調査を実施する予定であるが,ここでほ先行研究で採用されている方法に従ってい

る)0

分析方法:一対比較デ-タほ,各カテゴ1) -毎に6C2-15の計60評定である.通常こ

のような一対比較データを尺度化するときは, Thurstoneの比較判断の法則を用いた尺度
Table 1.使用したカテゴ1)-と概念
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化(一次元化)を行う(Guilford, J. P.;1954,田中良久; 1977)ことが報告されている

が,これは集団データの平均値による分析である(従って被験者集団の特異性に依存し,

判断が正規分布しなければならない)｡またこの方法では比較判断の法則の適用のための

前提条件(ケースⅠ -Ⅴ)の問題が存在するため個人差を考慮に入れた分析が行えない｡

したがって本研究でほ西里の双対尺度法(西里静彦; 1982, Nisbisato, S ; 1978)を用いて,

個人差を前提とした分析を行った｡双対尺度法では,他の尺度法とは異なり, ｢研究の対

象になる属性が一次元-唯一め判断基準を持っており,被験者ほ同じ考えをもつ集団から

無作為に選ばれたものであるというような俊定+を前提とするものでないため,多次元デ

ータを尺度化解析しても結果の妥当性が損なわれることがないという長所を持っている｡
なお,被験者130名のうち60評定すべてを回答したものは98名にとどまったため,以後分

析の対象はこの98名についてである｡課麿が一対比較の連続評定であることを考えると,

この歩止(約75.4%)は仕方のないものであると思われる｡

結果と考察

概念のカテゴリーに対する所属を問う課題では,所属する･しないという二者択一の判

断が求められるものや, ｢らしさ+についてもSD法を用いることが多い｡しかし,前者

については,判断の同時性が保証されないため同じカテゴリー内での尺度の尭界値が不明

となって,実験的に統御することが困難となってしまうo さらに後者について紘,三相デ

ータの問題が残っており二相型に持ち込んで計算してゆく際の代表値の扱いなどのため,
結果が任意に変更され(通常ほ被験老をつぶして平均を取り因子分析を行うことが多いが,

あまりにも危険である),同じく尺度化にほ馴染まないものである.そこで,今回は一対

比較という強制選択課題を用いて,集団内の共通尺度値とその尺度上での個人得点を算出

することの出来る双対尺度法を用いた｡その結果をできるだけ忠実に表現してみたのが

Fifure 1.-4とTable 2.-7である｡が,この報告では,従来の手法(比較判断の法則

による一次元尺度化)との比較ほ前提とする佼定(いわゆるケースⅠ-Ⅴ)の設定によっ

て結果が非常に異なることが多いため行わないが,カテゴリー｢鳥+を除いてほ得られた

第一次元は大小関係について頻度表とよく一致している.

Table 2･-5.にみられる検定結果は,相関比最大という条件のもとで二次元分割表を

解いた場合,各固有値から再現された分割表のもつ有効性のカイ2乗検定である｡したが

って,寄与率のパーセンテージについて元のデータの持つ特性をどの程度再現しているか
がわかる.いずれも第一次寿が危険率0.1%で有意に異なっている｡しかし情報量でみる

と第二固有値にも無視できない情報が残っていると思われるた軌 Figure 1.-4.では二

次元表示を行っている｡

双対尺度法の特性として分割表の行･列の同時最適化が実行できるため,二次元の尺度

上に概念と被扱者とのプロットを行った｡なお,被験者については一対比較課題で同-の

反応を示した場合尺度上でも同一値を取って集中するため,グラフ上でほ単に一点として

示すにとどめた.



知識･概念研究のための方法論的検討(i)

＋D

I[t

:正

■lB-

∫/A

＋

lI■l一ll
tl

Lllll

ナE

＋F

l一--■ll

＋¢/･rB ●＋

■■

4J

1＋

f･Ⅱ
A℡‡呼o.柵.臥CES61
8テ=ス匂.$1由一匂.1129

章艶_,讃毒董葦

145

sport ss

sport
conce pt

Figure l･ 2-Dimensional Scaling plotted for SPORT
data

千
Ⅱ

ー＋B

＋E

●
●

●
●

一 ●
■

■
●

p
＋

ーF

ヰ･

C
‾

･.-A

Aスズメ
B ly)レ
亡ハト

I)=ワトリ
∈クジャク
Fダチョウ

0. 6952

0.掛

0.JJ12

-0. 11舶

一旬.Sl一i)

一0.
BaJB

･

bird s5

＋ b;rd concept

止 血
ー0.之1肪
8.4g71

･･匂,抑

･･¢.那
8.2173

+I.榊

ー臥W
B. 17弓ゆ

一旬.W
¢.那

A.舶19

+I.好日8

Figtlre 2･ 2-Dimensional Scaling plotted for BIRD data



146

十F

E

千

平出 彦仁･井上 裕光

】工

O
＋

I

＋A
IP■l

●●

I,IJl

I
1

ll■-I-II

一＋/I

a:･･

IL*

ILr

C･
＋

J正

昌宝島1-yト::言語j;:諾…

揺;-ド董藁葺薫

c一othes ss

c一othes

concept

Figure 3･ 2-Dimensional Scaling plotted for CLOTHES data

＋D

11111

正

tr

BIP''一

●■
一一

,-l●--1暮

■Il■J

･＋

ド

'･..<_.I工

‾･･＋A
●●

I～一r

＋E
＋C,..･･

I
Aタンスo.軌
8ベッド¢.苅∋才

C机o.2B18

ED磁3:実琵Fマ方▲y▲プチyク+I.7013

furnJtture 55

Fu｢n;tur卓

conce pt

&
･･8.紺1
0. 1≦良▲

一旬.銚
8.J216

-･8.空1幼
+a.舶16

Figure 4･ 2-DimensionalScaling plotted for FURNITURE data



147

TJ?bl●
S11家長働データ

q

の多次元職長
J

ペa.城1
8. 1g94

-臥2a43
8.J216

一せ.21gB
▲匂.四16

8.軌

a.37tST
臥劫18

+a. 2Bg6

1･8. JE5J3

一旬.1℡13

タンス
ベッド
釈

手品
q2r rン争yク

知識･概念研究のための方法論的検討(Ⅰ)

T8b]Q? 4.衣類⊥封出校データ

の多次元噺強果
l 正

8.1855
+a. B45.4

-･白.:瑚9
8.淵1

-1】.19J5

8.耶73

8.-那
i?.5161

E).2d83

一色. 1e3T

一旬,
5eE)1

･1a.
8649

T4b].
3･棚データの軌沢珊析結果

7 正 好

B.6n
-8.2185 +a.卸7 シセ､プ

a.3e94 B.JgTIJ a. 17% スカ-ト

婁蓮茸≡讃転;-ド
8.:籾6

-8.5;2et9
Ss Pb. 1 8.C62e ･･旬.拙6

8.mll
-･匂.J6a1

2 B.J4柑
･旬.32S2

位.誠格 ･･匂.5a5g
3 a.6E52B

一旬.色調¢
B.2515

･屯.5665
J a.3252 B.J565

B.W -¢,.43&
5 ta.S72B

･･匂.2Gb1
8.m 一礼&346

6 B.6135 8.1一花叫
B.苧58T +ヨ.36& 7 8.槻 8.3Tr9

B.5J5B .･匂.1368
e B.63e含

･･匂.胡2
8.57t:沿

-･匂.払唱汀
9 8.6136, B.獅

8.5J54
-臥1晦

19 8.6138 臥ど朽6

B.J32B
-8.蜘

11 B.mT a.錬詑5

匂.55qT
･ゼ.35S6

12 8.掘汚6 8.q朽ヰ
臥5193 +a.J225 13 8.5細 ta.軸
B.56qT

-ら.ま泊6
1J ta.制2

･･匂.隅1
8.56Z53 -8.26g2

15 B.鵬 8.1e*

8.6663
･唱.e692

16 8.22SrT
･匂.3J14

8.5193
-a.J2e5

17 B.5918 8.防1iS

臥tB13 B.243J 18 B.6323
･屯2B92

B.5mJ
･軌1γ持

19 臥81:;5 8.17ta4

≡.:6,=……冨;器書芸;器量%75
o.e133 +a.2g63 2S 臥84劫 8.1加

8.65GB Ja.庶控1 24 B.儀一 臥･l喝
8.581e -匂.26ge

e5 8.ま捌 B.RIB

B.353e
･匂.13B?

茄 匂.6T7d7 B.gge5

8.6133
-8.2g63 -

2T 8.m
･匂.JⅧ

G). e313 臥2J34 28 8.訂巧舌 8.槻
B.餌13 B.2J3A 2g 8.峨 ･･旬.耶甘1
8.6313 E).2軸 3B 8.個

-8.2A12

:B.:'Q:13u=:2%董萱毒i:'董
≡;監冨i'還芸冨‡器量整

蓬層雲望選
蔓ir護妾宅宴童董積雲
G).!汀6専

･旬.gJ:3?
59 EL5鵬

･勺.拡ヨ之

彊讃&;3%-g9
=zg=zgg=;:i･i:iiFifg333-3?===:i=iB%f%:i.:::i:葦選書淫望

12.g苫こ

n.a.

6i4. 1t≡粍

■●■■

■i℃,Lr;

毒護黒
脚

serb. 1

2

5

6

7

8

9

18

ll

12

13

14

15
16

17

1B

19

;≧8

2i!
23

2J

2S

2e

;汀

2母

29

39

31

:〕2

33

3J

35

36

37

3B

39

JO

41

J2

43

JJ

j5

+ら

J7

J蛤

J9

58

51
52

53

SA

55

56

57

58

59

l泊

81

62

63

t5J

6ら

66

6T

t交;

t59

7B

71

72

ITS

7A

75

76

TT

%

79

印

el

駿
83

a.4

85

駄

宕7

8e

89

弓也

91

92

昏3

9J

g5

!追

SrT

召取

J3.3:r=

n.5.

73. 56?.

1● l■●

宅8. eg:i

義嘉異
義桝

スズメ
ツノレ
ハト
ニワトリ
ク三)ヤク
タチョウ

臥53SZS
-B.Gm 18.26J5

8.6rTB Ja.鮎75
-匂.帆

8.戚汀 8.298B
-8.25m

18.43gT 8.j81t? B. 1T7

臥6256 B.GmJ
一札1S61

8.6169 8.2油 8. 17J?

G).帥≡汀 臥1gTO a. Gr76B

8.2126 B.5SE23
1-BJa331

B.拡労 一色.⊆聖!552-8,1126
8.耽 8.齢l_4 B. 1朗7

8.矧 B.27Qe 8.甘737

･セ. 1JJ8 B.5175 臥247ta

B.∈迎7A 臥鮎 8.執

臥加 t3.5# B.昭5

8. JJaal
･匂.之掬

臥1q>

B. 1砿 B.5:芸嬉 8.任芸‡1

0.駄近括 GI.戯 EL lg78

B.536e a.J4G52 ･々.脚
色.与7⊆持 -8.3418 -8.aB17
8.61駆

一旬.2685 -臥軌嶋
8,52d2 B.26T9

-8.14gT
匂.馳 B.駐独 ･･匂.2929
匂, 5872 B.;莞昏8 B.鵬

8.6188
一色.2685 ･匂.捌令

色.JIC泣
一旬.4462 er.m4

8.27qT 8. a掬 8.5m

8.別恥 ･勺.誠ち .･屯.荘封吟
8.5Ja9

-8.3J雄 9.1モ汀7

B.す旭
-乱酌 -軌Oe63

8.615$ 8. 1g79 8.2762
8.e182 B.雌∋8 B.2e19

B.▲峨
･･匂.3T30 B.拙

B.6159 B.2独 B. 1?4T
8.6439

･･匂,WJ ･匂.1673
8.d797 Ja.m

.･匂.す花汀
B.32fD a.1TJl

一台.帆
◎.¢1鶴 -8.268ら 一旬.g34B
O.el18 8.1鋸1

･･乱酔1
8. 5Jm 臥1g7B 乱打朽串
8.5捌 9.1J15 ･匂.酌
8.Bl鶴

l旬.26gら 14.GB4e
8.61駆 1さ.2685

-¢.B3J8
8.6256 乱軌 -8.1⊆B1
8.eT43 +a,耶

･･屯.Gk9S3
8.5382 B.129e

-臥3297
8.6159 E3.2油 O. 174T

B.636古 +a.14BB
･･1L㈲e

8.61g6
･･旬.a沫 ･匂.軸

J3.6159 B. 2油 B. 1747

色.髄荘i B.GB12 8. 1糾7

8.馳 B.色器退 店.誹2
8.61* ･･匂.e66 ･･乱B3J8
t3.51Ja2 一旬.JIJl ◎.171追

匂.61離 ･匂.丑沌5 -8.B3J8
B.J348 +a.2▲ヰ3 臥4JCE3

Gl.5a6専 a.収
-a.杓

臥6J39 -8.軌 -8.16T73
白.5672 B. :糊 8.8偶

白.掬 +a.e軸 a.A188

8,6?43
･匂,耶 ･匂.帆

8.鮎
･セ.1湖 B.136e

8. 18T3 8. 351 1 匂.鉄器ち

B.67J3 14.0675 -a.帆
9.6366

･匂.1JB8 ･匂,政発之
8. 41 84 臥J6rT9 ELB一ほ吟

B.雌 B.3382 ･胤::邑16
臥弐】ほ5 臥5BgB

-8.2m
◎.636e B.一昭62

-匂Jm
臥qT43

-8.即ち ･･匂.抑
B.6186 +a.26B5

-8.鉦;d宕
a.軌 B.27tZ2 8.耶汀

8.馳 臥1415
-8.俳打3

8.別紙 +a.e8S
･･匂JW

B.8188 1a.a洗
･･匂.GnJB

a.独
･匂.5639 B,153T

8.昏l飴
･･旬.き発5 -A.934e

8. e159 B.23GB 8. 17J汀

8.細 8. 2161 臥2e82

a.5TF99 一旬.3J18 一札GE317
a.568& B.臥 +a.;器亡;

a.3586 8. 18TJ a. 35:32

8.6439 +a.酌 I-a.1673
臥3516

一札1傭 B.513J

8.J732 B.1朔 一色.21g7
a.67B Ja.鮎75

一色.帆
Gl.6TJ3

-8,脚5 1･Q.帆
a.J'm 臥Jay7

･-臥Gr79T

一色.1肺 一札EBJJ a.臓
･匂.1626 ･旬.1.491

0.帆

臥6439
一旬.色⊇74 1d.len

8. 5284 臥291帽 8.鵬1
臥58Be

･匂.払 Ie.1368
9.蝕略

-8.1謝 8.1362

臥61鶴 ･匂.a発5 +a.B3J8

8.和 8.旬ヨ昏3
一旬.任詑5

a.8186
-8.._% 一旬.B3J8

8.6743
-臥耶 一礼抑

匂.5収 白. 15TT a, 3772

2

3

$5 It).

J

5

¢

7

8

9

18

11

12

13

1A

15

1¢

17

18

19

29

2Z
之≧

23

24

:25

26

27

2e

29

詔

31

32

33

3J

:ヨら

:≡痔

37

:諺

:;持

J8

J1

42

J3

JJ

J5

J6

JT

J8

▲9

5B

51

52

5こき

!i4

55

58

57

58

59

88

61

82

(∋3

6A4

1∃ら

鶴

t5T

8専

69

78
71

7?
rT3

7▲

75

76

TT

｢苛

'79

胡

81

色≧

め

84

85

S

符丁

申

S

!泊

91

駿

i;8

Sid

範

節

gT

ge

7bble 2.スポーツー一対此貞較データ
の多}妃魂砺海黒

l 甘

8.W)1

+a. ll_?9

+a.胞吟

臥欄

-8. 1GZ28

一旬. 163J

撃空ス g:諾
スキー B.2117

琴琵_,L,Q3:'冠
8.6d印

･･8.m
B.8左打

-8.1562
8. 6734 乱打3

B.田B
･･乱135J

8. 5JBl
-8. 29J6

8.J691 8.那
E),611J a,ee6J

B,頚≡;7 9. 1功18

8.6J78 白.03g8

8.伽 乱打和ら

臥馳≡巧 G). 27t9

8.6r73J 8,齢73

白.673J 8.那

8.的
一旬.qr79

8.恥 8.弼
8.(泊1g -8.2m
8. 56g) 臥伽

0.66L$ 8.”
8.84∈沿

一旬.qT79
8.朗78 8

,
B3S栂

G).氏2g6
･･匂.1354

8. 6J79 8. tZ3SD

臥6666 8. 脂

8. 6666 8. q7t∋8

8.1中略
IJ.1918

B. 5666 B. 27t58

B.6r763 -臥331J
8.6JCB

-8.m
B.8118 B.聡1

B.5#
-8.1163

臥8◎12 +a.帆

8.飽∋ら 臥g7tS

B.67u a.耶
8. 6J一指 8. B3SB
G?.ei4●7苛 Gl.旺加

8. 5GL46 8. JJ5a

B. 66e6 8.m6

8. 5日51
一店.29J6

8. 6J78 B.∝謁¢
a.611J 8.2e6J

a.聯 G).官柁8

臥6311 9.BlgO
a.6m 8.拙

8.馳 匂.q柏8

B.昏311 臥81宅ゆ

8.脚 +a.m

0. 6J6Q 一旬.m
8.6B33

一旬.1収
8.61aヰ

-a.11糾
8.3711 8.2欄

臥611e a.肺1

a. 62iB 白. 1eK59

a.恥
･･臥ぎ馳

8. 585-I
･･匂.e9.6

B.51t9
-8.B193

臥馳 ¢.1㈱

a.7=322B 9.2e8)
臥673J a.那

E).脚
-匂.m

a.恥 -8.軌但
乱5946 臥2J66

8.5d42)
-a.1閃

8,61 14 臥266J

a, 6&5E3
-ら.m

8.序12.d
一礼11糾

8. 56B3 白.C5e9

8.6T34 B.酌
a.i55@ 8.和

a.馳 乱g7t5

8.6m a.隅吟

臥恥 B.那

a. 561
一旬.
29J6

臥59J6 8. 2J56

a.ら8ら1
一旬.独特

8. 3723 B.5662

a.研 8.1圧迫

a.ellj4

,
B.臥

臥馳蛤 8.JJS8

a.5壬靭
-臥1769

a.独吟
一旬.JJJS

0.恥 臥m

a.6734 B.那

a.J9J5 B. 11由

臥雌
一旬.靭

8. 5a61
18.
29A8

Ea.6T7u 臥耶

8.d812 +訂.3Z5gT

B.1敬 8.舵

a.軸 B. qTF$

8.56S +a.35L91
a.宅≧任S

-8.136J
8.SIJ蛤

一旬.3Ae6
E).55e5 +a.剛
8.67u a.任;73
a.脚7

･･匂.1触

t3.5763 16.331J
9.収 +I.3GX59
臥細T

.･乱伽

1

2

3

.4
ら

6

7

e

9

18

ll

12

13

Ss IIb.

1d

15

16

17

18

19

29

21

之≧

之3

2A

2S

2$

2T

2B

29

:∋8

31

32

33

3J

36

36

37

3e

39

J蛤

JI

J2

.43
JJ

JS

A6

J7

J8

.49
6白

51

T=32

弓3

54

5ら
56

57

S8

59

1泊

Bl

駿

63

6J

砿

66

67

噂

69

7t3

71

172

?3
7J

75
76

TT

78

79

I;巧

守1

宅近
83

84

A

宅時

宅汀

8母

e9

湖

91

屯

g3
B4

防

砺

gT

鍋

7. 27T.I.

n.S.

SB. 1飲

17.姫;

n.5.

む.独

寄与率 64. 925･;

横密議:果 ●.I.

糊寄与率

毒蒜果 7'･-=.ia;慧
弟萌寄与率 岱. S5^,.



平出 彦仁･井上 裕光

8.26g3

-8.3616

+a.21g7

3:頭
+I. 25qT

8.跡

臥17GEI

8.ど椅己

一旬.1胡汀

;a
+I. 3Gm

･･8. 26JS

B.3772

岩沼璃
a. 1-罰7

3:要
8.誹之

喝
翻

慧
謁

喝

義

3:劉

3:喝

重量当
監･11璃

ら

8

+a

一旬

8
B

･1a

Ja
′一

lv

O

8

一色

B

8

¢
B

O

･匂
･･匂

+a

+a

+a

-8
+a

一向

･･8

1Q

一旬

･･8

Ilo
･･匂

14

-8

･･8

-8

一句

重義

･･8.3?3B

a. 338e

8. 13GD

a. Ja267

8.4aぎ7

a.”

8.掛ら

･･8.JIJl

臥Ig79

B.2579

q. 2918

9..昭62

B. Aq∋52

匂..舵

8. 1292

一旬.帆

白.15Tr

8. 1g7B

¢.1'm

Ja. 3Jae

臥B3JJ

B.B3J4

8.凹

B. 366

8. 3fS

一句.
3JIB

･･8.
3JIB

O.
'TrTGE2
8.2■TB2

18.2284

臥141S
l■1 1 J一打

ヒJ■
l▲llu

Ja. 1き;吟

一旬.
13gB

B /1gtS1

9.a

8,23Gn

O.孤
臥之謝
B.潤

+a. 2685
+a. 26BS

-8. ;a585

+a.謝

･･匂.急き∋邑

･1a.押6
･･匂.i推
+a.謝ら

-8.淋
Ig.急襲∋ら

･･匂.加

-･匂.淵5

･･臥e685

･･匂.
2685

-8. 2685

B.帆

B.WJ

+a. 1J48母

一旬.1胡

-臥∝汀J

-飢民27J

-8.匹7J

･･匂.Gm4

8.拡12

a.舶12

▲8.即ち
-8 J3FF5

･･匂.0罰ち

一旬.即ち
+a.脚5

一旬.那
･･乱脚5
-ら.那

一8.即ち

8.JJ8B

O.J633

8.d732

B:諾
8.戚汀

8.那

B.5■l抜≧

a. 5168

8.5242

B.Say

臣琵
a.538e

G). 53g5

B. SJ62

B:諾
匂.54B9

巨濫
8. 56GE2

曽:冨冨

皐:詔

B:諾
G).6窃近

臣還
S:
t5BA6cu

a.61 1母

桓
鶴

86

*

節

”

a

95

*

宅持

主婚

母5

鶴

88

f〕8

86

6

B

ら

ら

ら

ら

8

8

ら
8

8

6

8

6

ら

.
Ce56

. 6256

. Ca5S

.窃茅55

.脚

.朗:】g

.6JS

. 6J39

.
6BGD

. 6683

. tWJ3

.m

.1qTB

.即吟

.6r鳩

.t弼

. 6TJa

.
6rrJ3

. 6TJ轄

良
臣

E
臣

匡

:)2

(汚

B4

:汚
g7

3

13

t=53

3B

21

91

1B

56

1治

JS

I

9B

7

39

2B

;≡2
初

S1

23
!∃8

19
`柏

ll
71

g2

JJa

TL

61

gB

38

6

33

J賂

J9

TI

a3
か
2T

:rr
≠1
42
･lJB
52

C:jJ

7匂

73

7d

17B

糾

S

S

J3

j?
別

封

5T

a
gO

IB

58

普

A?9
4▲

88

1∋母

巧¢
窃

弓B

gT

ヨ

ヨ
ヨ

.醐
+a.

.細 ･･匂.
1ウJ■m lヽ

●㈹
‾tl.

.6J68 ･･旬.

.阜`喝¢ -也.

.8欄 ･･8.

.阜欄 I,e.

.6J6B
18.

. 6J■拍 臥

.朗7B
B.

.
6J7母 C[.

. 6J78 B.

.8代
8.

. f5J7B 臥

.647甘
B.

.64T8
B.

. 666B 臥

.成88
B.

. 66L≡培 9.

.t汚t56
8.

.(汚8¢
8.

.ぽ泊¢
B.

. 6666 8.

.㈲¢
¢.

.岱58
匂.

,伽
GL

.邸8
GI.

.1ヨ託始
8.

.6668
8.

. 6T3J 8.

. tS73J 匂.

. 6rT34 乱

.脚
B.

. 6rr3J ¢.

.673A
a.

.”
a.

. 6r734 8.

. qT3J O.

.673A
8.

彦
巨

1

14
■′ヽ

A.
J4B

m

5g-

糾

9

28

王≧2

こ‡4

3ら

:泊
J3

Ⅶ

1B

15

18

之‡
24

:;2

3T

▲1

A4

68

t59

i)l

i迫

3

12

13

33

Sj3

fW

?1
8全
額

9J

148

78bt●I
6.スポーツ十村比較データl軸ソート幾

t 耳

8. GE汚11

+a. 1129

一色.GKi49

8.胡8

一旬.1GE2B
-･¢.1醐

軍竺ス 笠:喜諾
ユキ一 旬.2-11丁

野芸_,屋3Ja

Tab]o丁.

.もー対出較デ･-･51
(軸ソート壌

l 江 丑

-8.過;T
母. 17%

･･匂.3>支汀

臥;舶
+a.由19

一･8.m

+a.之l岱
0..堀汀1

-乱は

-8. 36JB

8.ヱ173

+a.四∋8

ニスメ a.6a5之
8.329J

8.JJ12

一句.11!泊

･･匂.5IIB

一旬.王支≧4B

I.!J) LF

ノヽト
ニワトリ
クジ十ク
ダチョウ

8. I式汀

¢.BJa5

B.暇1

8. 247B

-A. 11e6

B.1粥

･匂. B3e5

8. aZ31

B.鞠6

8. 15こ;T

-匂.α支;1

8. 2219

@.之≧氏≧

8.6m

臥純5

一旬.那

･･0.鵬昏

B.418B

8.5134

8. S63之

a.1胡

8.mJ

a.ql窃;

GI.4僻

8.J818

-臥EEi44

lla. 1J91

8.5175

I,8.B252

8.J332

B.t望¢3

8.5謀略

B.3S11

･･匂.5639

8.5t誠治

8.噸¢

8.剖81

8. 2BQ9

8. S3GB

8.5仰

臥◆171l

一旬.2SES9

-8.
14e6

8. 1gT4

-8. 2瑚

･勺.4収

8.Am

一旬.急場

A
･･乱曲丁

功 一8.1.3Gm

a9
一旬.162e

t2 11a.IJJ8

9 9.CB229

1T ¢.GE)a5

!汚 8.功支≧昏

16 8. 1695

62 匂.1m

7S 8. :迅泊

寺 B.2126

3 1 B.218仝

7B 8. 2958

:始 8. g芯汀

14 0m

巧丁 8.節

:論 点.珊

5昏 臥湖

g3 B.翁16

昏1 8.御

1S Gl..個1

a a.41申

8.Jl胡

乱J3m

節

5S

8.捗;堤

Ja. 191専

一匂.
JJJ4S

B.2d詔

B.5662

B. 1qtB

3:芸当
一旬.36gT

B.Gm

B.11B3

::璃
+a.37V

Ja. ■1P53

一旬.加⊇S

一旬.9193

B. 26G】¢

+a, 11昏‡

･ゼ. 16T3

詔:監当

監…困
一8. 3521

,令.帆

冨:芸当
･･8.1㈱

董義
一¢.
17T∋9

≡:璃
･･8.8昏〕3

-8..B2TT39

曲 匂.1耽

25 0. 181¢

80 0.掛8

58 E3.3T11

7S G).3723

8 8. 38gT

宗 B:芸
gT 8. J61之

6 8.J691

さ3 B. J9JS

宅 B:sB465W
与3 B. SeEB

J持 8. SBn

紀 B.SIJB

S$ 8.511泊

S7 G?.弓之≧8

;河 0. 53舶

Gl.5J21

臣56665666

B:芸
a.弼6

a.撃発汀

B:…霊
乱5877

違憲
GI.鮒

B:霊宝
8.6812

a.モ泊19

62

J5B
≦¢

1丁

a

!泊

gB

ll
器

A

:汁
!B

5
:;吟

5J

72
Ⅶ

港

●拍

¢1
73

31

18

2 ¢.6W +さ.1弼

重臣…重責妻蔓頚
雷 臨… 冨:劉
富 臣:芸i芸諾:璃

i;臆畢要
望監慧…;習
窒 B:･冨三冨:璃



知識･概念研究のための方法論的検討川 149

まず,カテゴリープロットすべてに言えること年ま頻度順上位下位それぞれの概念がいず

れも第一次元上で正負を掛こして明確に分離していることである｡このことと第一固有値

の有効性から, ｢らしさ+の第一次元は頻度に対応するものとみなして差し支えないと思

われる｡頻度を示すことの要因が,優先順位(priority order)であるか親近性(familiality)

であるのかほ不明であるが,概念研究で指摘されている典型性(typicality)の-表現であ

ると考えられる.また,カテゴリー｢鳥+を除いて被験老のプロットが第⊥次元の正方向

にあることは,それぞれの被敗者の判断において頻度の高い概念が一対比較でよ■り重視し

て判断されていることを示すものである｡したがって, ｢鳥+･でほ｢鳥らしさ+を頻度と

ほ異なる儲点から捉える被験老が存在することを示している｡ちなみた｢鳥+での第二固

有値の値ほ危険率10%では有意なものとなる｡他のカテゴリーで被験恵が第一次元の原点

付近に存在しないことを考えても,-反応′くターンがいかに被扱者で異なっているかが示唆

され得るoなお,概念と被験老とが重なる.ようにプロットされている状態はその被験者が

その概念を選んだというのではなく,その次元との対応で捉えなければならない｡つまり,

カテゴリー｢スポーツ+でいえば,多くの被験老が｢スポ｢ツらしさ+として｢Bのテニ

ス+を選択したのではなく(そうであればテニスが野球よりもスポーツらしくなるはずで

あり第一次元で上位にくるはずである),第一次元の性質であると考えられる｢スポーツ

らしさ-頻度+を判断の基準とした被験暑が数多くいることである｡したがって｢スポー

ツ+で第二次元に高い値を持っている被験者がいるが,この被験老についてほ｢砲丸投

げ+が代表するような判断の性質を｢スポーツらしさ+と解しているか,あるいは判断が

極めて揺れていたかのどちらかと解釈せねばならない｡従来の平均論による分析ではこの

第一次元に対するバラツキを誤差と見なしてしまうのである(個々の値につ＼､てはTable

2.
-5.を参照)0

同一尺度上での値については,この被験者集団に限定すれば｢らしさ+の間隔尺度とし

ての利用が可能ではないかと思われる｡したがってこのような手法で分析を行ってさらに

実験的に充分統制された計画を用いれば,特定の被敗者集団についてかなりの精度で知

識･概念構造を測定して行くことの可能性が指摘できる.この方向ほあまりにも無理な一

般化を行うことに比べれば充分な再現性を持つと言えよう｡

以上の観点をカテゴリー｢鳥+についてみると判断がきわめて異なっていることが指摘

できるo特に,第一次元でほ概念｢ツル+と｢-ト+との贋位が入れ替わってしまってい

る｡第二固有値の値が示すように｢鳥らしさ+についての判断基準ほ多様なのであろう｡

Table6.及びTable7.はプロットがもっとも異なっていた｢スポーツ+と｢鳥+との比

較である｡第一次元を中心としたソート後のデータから被験老の判断の多様性が表現され

ている｡

今回の分析結果から,特定集団の多角的分析が必要であることが,特に人間の知識構造

などのような日常性に密着している研究対象について指摘できる｡また従来のような平均

論に終始するような計画は,人間を静的な存在であるとみなしている危険から逃れられて

いないことも示唆された｡
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